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筆者らはメディア空間システムである「e-office」の開発に際して、映像表示部の近傍にメッ

セージ通信機能の表示部を配置した。その意図は、各ユーザが今後の行動予定等を本機能

により他のユーザへ通知することにより、ユーザ間において電話やＥメールによるコミュニケー

ションのタイミングを容易に判断できるようにすることや、システムがユーザに対してコミュニケ

ーションのきっかけを与えることにより電話や E メールによるインフォーマルコミュニケーション

を増加させることであった。しかしながら、実際に本システムの完成後テスト運用を開始した結

果、メッセージ通信機能自体がインフォーマルコミュニケーションを行う「場」となり、この「場」

において様々な性格のコミュニケーションが観察された。そこで我々は３ヶ月に渡ってメッセー

ジのログを記録しその内容を分析したところ、分散勤務者間では電話やＥメールでは行ない

得ないコミュニケーションニーズが存在していること、および e-office システムがそのニーズに

対応しているらしきことを確認した。 
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 While the authors have been developing a Media-Space system called “e-office”, a 
text message communication function was deployed near video display area. The 
intent of authors was to let a group of distant workers use this function to inform 
his/her schedule to other workers so that workers easily know the adequate timing 
to commence communication via phone call or E-mail, and informal 
communication between distant workers may increase. However, after the start of 
“e-office” system operation, we observed that workers use a text message function 
itself to facilitate informal communication, and the display area of message 
communication became the “place” of informal message, which include many 
different natures of human communication. After we were aware of this fact, we 
have recorded a log of messages and analyzed its contents. As a results, we have 
discovered that for a group of distant workers there is a potential need of informal 
communication of which nature are not possibly transmitted by today’s telephone 
communication and/or Email, and the “e-office” system corresponds with this 
hidden communication need.  

    

１１１１....    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 
メディア空間とは、「遠隔地から利用できる仮想的

な会合場所を生成し、その部屋を訪問する人々に

対して、他の人々と共存する感覚 (Sense of 
Copresence)を提供するよう設計されたもの」[1]であ

る。 メディア空間を用いて遠隔地間に分散するユ

ーザ同士のコミュニケーションを支援する試みは以

前 よ り 行 わ れ て お り 、 そ の 例 と し て は

Portholes[2],Nynex Portholes[3]などがあるが、

それらのユーザは主に事業所内で働く勤務者であ

った。それに対して筆者らは在宅勤務を中心とした

分散勤務環境にいるユーザを対象としたメディア空

間として「e-office」[4],の研究開発を行った。以下２．

に本システムの概要を述べる。 
 
２２２２....    試作システム「試作システム「試作システム「試作システム「eeee----officeofficeofficeoffice」の概要」の概要」の概要」の概要    

２．１２．１２．１２．１    ユーザーインタフェース設計ユーザーインタフェース設計ユーザーインタフェース設計ユーザーインタフェース設計 
本システムでは、通常分散勤務者のグループ(所

属部門)は数名程度の小規模であること、本システム
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の目的であるインフォーマルコミュニケーションの活

性化等のためにも偶発的コミュニケーションの発生

を期待したいことなどの理由から原則として

OverView モデルを採用したメディア空間とし、ユー

ザの通常業務を妨げないため仮想空間内をユーザ

が歩き回る操作が求められる３次元モデルの採用は

さしひかえ、また同一画面上になるべく多くの映像を

表示させるために従来研究[5]を参考に、勤務者の

気配や雰囲気を概ね認識することが可能である

小限程度の画素数（88×72pixels）の小型映像の

マトリックス表示を基本ユーザインタフェース上にお

こなうこととした。 
ところでシステムの対象ユーザである分散勤務者

は、分散勤務以前に従来型の集合型オフィスで勤

務した経験があり、その後ホームオフィスなどの分散

勤務環境へ移行するのが一般的である。その場合

「自分のオフィスがなくなった」と考えるのではなく、

従来の自分のオフィスの代役を果たす、「ネットワー

クを用いた仮想オフィス」が用意されたとユーザが受

けとめることができれば、その移行に関わる心理的

不安感を解消する効果があると考えられる。また、分

散勤務環境に移行した後も、e-office が単なるコミュ

ニケーションツールではなく、職場グループ内のコミ

ュニケーションをとるための仮想的なオフィススペー

スであるとユーザが常に意識することができれば同

様に好ましい効果が期待できるであろう、との考えか

ら、筆者らはユーザが本システムを仮想空間の一種

である「仮想オフィス」としてとらえ用いることを期待し、

本システムは従来の物理オフィスに対して大きな違

和感がないインタフェースを備えるため、一般的なオ

フィス勤務者のオフィスに関する空間的記憶[6]を活

用した「オフィスメタファ」を採用し、オフィスにおける

各種の概念をインタフェース上に表示して利用する

こととした。図１に、仮想的な部門オフィス領域の表

示であり本システムの基本的ユーザインタフェース

である「オフィスビュー」画面の表示例として、テスト

運用当初の様子を示す 
 

 
図１：オフィスビューの画面例（テスト運用当初） 

なお本システムでは一般ユーザ（一般勤務者が

対象）、オフィスマネージャ（各部門オフィス領域に

おける管理者またはファシリティマネージャが対象）、

およびカンパニーマネージャ（複数の部門オフィス

領域にまたがる本システム利用組織の上級管理者

または経営者等が対象）の３種の異なる職制モデル

とこれに基づくユーザ種別を設け、カンパニーマネ

ージャはユーザの登録・削除や所属・配置させる部

門（部門オフィス領域）の選定、オフィスマネージャ

は部門オフィス領域中におけるユーザの個室オフィ

ス領域の位置などを選択する権限をもたせ、一般勤

務者はこれらを操作することができないよう設計し

た。 
さらに、本システムのユーザインタフェース設計に

あたっては従来のメディア空間システム利用実験に

おいて指摘されてきた Threat of Surveillance 問

題の解決に重点をおき、できる限りユーザのプライ

バシ侵害感を減少させるためのプライバシ保護メカ

ニズムを実装した。すなわち「見れる、見られるの関

係」が完全にＲｅｃｉｐｒｏｃａｌ（互恵）であり、かつユーザ

自身がＲｅｃｉｐｒｏｃｉｔｙの厳格な実装を視覚的にも実

感でき、監視されているとの不安感を生じるすきのな

いユーザインタフェースを構築することとした。その

為に： 
・ 同じ勤務グループに所属するユーザは原則とし

て必ず同じオフィスビュー画面をみること。 
・ オフィスビュー画面における個室オフィス領域の

配置は固定であり、ユーザ操作により移動できない

こと 
を基本方針とするとともに、さらに： 
・ 他の勤務グループに所属するユーザが訪問して

きた場合には、そのユーザに対して当該部門のオフ

ィスビューを提供することと引き換えに、Ｈａｌｌｗａｙモ

デルに基づきそのユーザの映像を当該部門のオフ

ィスビューにも表示し,訪問中にも Reciprocity を徹

底すること 
・ あるユーザが（着替え、休憩などの理由で）プライ

バシ機能を使用して映像の送出を停止した場合に、

そのユーザへの他のユーザからの映像の配信も同

時に停止する 
などの表示制御を実装した。 
ところで従来のメディア空間システムではユーザ

のプライバシ侵害感を軽減するため、勤務状況映像

への空間フィルタ処理による意図的な明瞭度低下

処理が提案されており、その処理対象は映像全体

である[7]。これに対して本システムでは特にユーザ

がホームオフィスにおいて勤務することを想定してお

り、ホームオフィスである自宅の部屋の詳細を他のユ

ーザに見られたくないケースが考えられる。そこで映

像全体への空間フィルタ処理ではなく、映像中の人

物（勤務者）領域の抽出に基づく人物以外の領域へ
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のプライバシ保護処理を実装した。実際の処理は映

像圧縮処理における量子化制御において行い、映

像ファイルの圧縮率向上の目的と兼用して実装し

た。 
 

２．２２．２２．２２．２    映像通信制御映像通信制御映像通信制御映像通信制御    
本システムでは、高圧縮時の画質劣化が少ない

Wavelet 変換を利用するフレーム内符号化方式を

採用した映像コーデックを新たに開発して実装し

た。 
エンコーダー処理の構成を図２に示す。本コーデ

ックは人物領域抽出機構を内蔵し、人物領域をＲＯＩ

(Region of Interest)とした可変量子化制御を行い、

人物領域に関しては符号量を多く、それ以外の部

位に関しては符号量を少なく割り当てる。これにより

圧縮率を向上させるとともに人物領域以外へのプラ

イバシ処理効果を図った。 人物領域抽出は、従来

提案されている手法[8]を参考に、本システムではエ

ッジ画像のフレーム間差分と肌色抽出画像を組み

合わせ、動く肌色領域を抽出し、その領域を楕円に

モデリングし人物領域として抽出している。(図３）  
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図２ エンコーダー処理構成図 
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図３ 人物領域検出フロー 

 
さらに本システムでは、①キーボード、マウスの使

用状況②コーデックによる人物領域認識結果、の二

つを用いたマルチモーダル在席検出を行っている。

これによってユーザが端末を使用せず、業務に集中

して在席のまま動きが少ない場合でも在席と認識す

ることが可能である。 
 
２．３２．３２．３２．３    システム構築システム構築システム構築システム構築     
以上、２．１で述べたユーザインタフェース設計お

よび２．２で述べた映像通信制御方式を用いて、本

システムを構築した。その概要に関して説明する。 
本システムはクライアント＆サーバアーキテクチャ

で構成される形態をとる。クライアントはビデオカメラ

およびビデオ信号入力機能を備えたパーソナルコン

ピュータをハードウェアとして用い、Microsoft 
Windows および Microsoft Internet Explorer 上

において動作するアプリケーションプログラムである。

サーバはＰＣサーバをハードウェアとして用い

Microsoft NT Server 上において動作するアプリケ

ーションプログラムとして実装した。また、クライアント

とサーバの間はＩＰ（Internet Protocol）に準拠する

ネットワークを用い、通常はＵＤＰプロトコルおよびＴ

ＣＰプロトコルの双方を用いるが、ユーザの環境によ

ってはＴＣＰプロトコルのみ、もしくはＨＴＴＰプロトコ

ルのみでも動作できるよう実装し、Firewall や

Proxy Server を経由してサーバに接続されるユー

ザの接続性を確保した。 
一方、クライアント用プログラムの構成は図 4 に示

す内容であり、「コントロールボックス」と呼ばれる表

示面積が小型の Microsoft Windows アプリケーシ

ョンプログラムと、「オフィスビュー」などを表示するＷ

ｅｂブラウザ上のソフトウェアコンポーネントに分かれ

る。映像圧縮符号化部やマルチモーダル在席検出

処理部はいずれも再利用可能なソフトウェアコンポ

ーネントとして実装されアプリケーションに内蔵し、サ

ーバ通信制御部を介してＩＰ網経由でサーバとリアル

タイム通信を行う。 
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サーバ
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図 4 クライアントソフトウェア構成図 
 
本システムの利用にあたってユーザは自身のコン

ピュータ上でクライアント用プログラムを起動し、「コ

ントロールボックス」上の「勤務開始」ボタンを指示す

ることにより、図１の「オフィスビュー」の表示を得る。

「オフィスビュー」には自身が所属する部門オフィス

領域と、そのなかに配置される、当該部門に所属す

る勤務者（自身を含む）の個室オフィス領域が表示さ

れる。本表示はサーバで実行中のサービス制御プロ

グラムが生成したHTMLコードがクライアントに伝送

されそれをクライアントの Web ブラウザが解釈するこ
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とにより行われる。したがって、前述の目的でも述べ

たように、この表示構成を一般ユーザが変更すること

を不可能としている。 
ユーザは会議室、資料室、休憩室、メモ送信、ス

ケジュール、などのボタンを指示することにより対応

するコミュニケーション用の仮想空間に入室したり各

種ツールを起動して利用することができるが、本論

文ではその詳細については割愛する。 
 
３３３３．．．．メッセージ通信機能の実装とその当初の意図メッセージ通信機能の実装とその当初の意図メッセージ通信機能の実装とその当初の意図メッセージ通信機能の実装とその当初の意図 

 
本システムは２．に記した内容を基本機能として提

供するが、これに加えていくつかのサービス機能を

実装した。そのひとつが勤務状況メッセージ機能で

ある。これは、本システムが提供する勤務状況映像

の共有に加えて、勤務状況に関する文字情報を共

有できる機能であり、各ユーザがそれをユーザインタ

フェース（図 5）上から簡単に入力しユーザ間で表示

共有できるようにした。具体的には、各ユーザは勤

務状況として定型文（「勤務中」「外出」「休暇」「休

憩」「会議中」「終業」）から１つを選択し、さらに各定

型文ごとにあらかじめ用意された「定型メッセージ」

（勤務状況が「外出」の場合は、「セミナー」「ショウ」

「訪問」）を選択してその詳細を容易に入力できるよ

うにした。また、「定型メッセージ」では用意されない

状況情報の追加については「自由入力」エリアにお

いてユーザがキーボードから文字入力することにより、

これら全ての文字情報が直ちに同一部門オフィスの

全てのユーザの画面上の勤務状況映像の隣や下に

表示される。(図１)  
 

 
 

図 5 勤務状況メッセージ入力ダイアログ 
 

４．４．４．４．勤務状況メッセージエリアにおけるインフォーマ勤務状況メッセージエリアにおけるインフォーマ勤務状況メッセージエリアにおけるインフォーマ勤務状況メッセージエリアにおけるインフォーマ

ルコミュニケーションの活性化ルコミュニケーションの活性化ルコミュニケーションの活性化ルコミュニケーションの活性化    
    
本システムの試作完了後、筆者らは初期実験とし

て、複数の勤務者を実際にその自宅において在宅

勤務させ、本システムを利用しない勤務から本シス

テムを利用する勤務に移行した場合にどのような心

理的効果があったかを報告させる実験や、社内では

あるが複数の事業所や同一事業所の別フロアに分

散するユーザに本システムを試用させる実験を開始

した。そしてまもなく、興味深い現象を観察するにい

たった。 
上述のように本システムでは、ユーザが自身の勤

務状況を入力する項目として、「勤務状況」、それに

対応した「定型メッセージ」、およびユーザの好みの

文字列を入力可能な「自由入力」のエリアが存在す

る。筆者らは設計当初、「自由入力」エリアはあくまで

勤務状況に関する補助的な情報（訪問先や今後の

予定、コンタクト先の電話番号）をユーザが入力し、

全員の「オフィスビュー」上において映像表示ととも

に共有させるものと考えていた。その様子は実験開

始当初の画面例である図１にみられるとおりである。

しかしながら、テスト運用を開始してまもなく、テスト

ユーザらはこの「自由入力エリア」を用いて、勤務状

況や連絡先とは無関係な様々なコミュニケーション

を行い始めた。その様子を図６に示す。そこで筆者

らはそのメッセージのログを収集し分析を行うこととし

た。 
 

5555．．．．ログの収集・分析と考察ログの収集・分析と考察ログの収集・分析と考察ログの収集・分析と考察    
    
５．１５．１５．１５．１    ログ収集の内容ログ収集の内容ログ収集の内容ログ収集の内容    
今回のログ収集にかかわる e-officeのユーザは社

員１０人であり、いずれも図 6 に示す仮想オフィスに

収容されている。参加者はかつての同僚であるが現

在は異なる部門に勤務しており、フロアや事務室の

違い等により、いずれも直接お互いに目視できる位

置にはおらず、人によっては社内で出会うこともほと

んどない状況にある。ユーザの多くは 2000 年５月ご

ろより本システムを利用していたが、今回のメッセー

ジログは 2000 年１０月１４日午前より 2001 年１月１２

日夜までの間（就業日数で６０日間）記録した。なお、

ログの記録期間中、ユーザにはその事実は伏せ、記

録終了後に承諾を得た。    
    
５．２５．２５．２５．２    メッセージログの内容とそのメッセージログの内容とそのメッセージログの内容とそのメッセージログの内容とその分類分類分類分類    
    ログ収集期間の実働６０日間に１０ユーザによって

書き込まれたメッセージ（勤務状況メッセージの自由

入力エリアに入力された文字列）の総数は３０９３件

であり、単純平均で１日一人あたり５．１６件であった。

その内容と性格は非常に多岐にわたっているため、

ある１日の記録状況を表２にそのまま示す。 ここに

も示される通り、内容は様々な性格を含んでいるた

め、その分類が困難であるが、大まかに以下の９種

に分類した。  
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図 6 テスト運用開始より約７ヵ月後のオフィスビュー画面 

 
MⅠ型：朝夕の挨拶。ただユーザ自身の（業務に 

対する）気分を引き締める意図において記入してい

ると思われるものも見られる。 

MⅡ型：自身の業務内容または業務予定の公開。公

開することにより業務をこなす決意を他ユーザに表

明、または自身を業務完結しなければならない状態

に追い込む効果を狙って記入していると思われるも

のも見られる。 

MⅢ型：独り言。返答は期待していない様子のもの。

他ユーザに対して自身の気持ちを伝達することを希

望していると思われるも。 

MⅣ型：独り言。しかしいくぶん返答を期待している

様子のもの。または相手を指定しない質問。コミュニ

ケーションの開始を期待していると思われる。 

MⅤ型：雑談の話題の提供。他ユーザに対して話題

を提供し、コミュニケーションの開始を期待していると

思われるものが多い。 

MⅥ型：MⅣ型または MⅤ型メッセージに対する応

答。インフォーマルコミュニケーションへの参加。 

T 型：テスト目的、確認目的の書き込み。 

S 型：自身の現在スケジュールや今後のスケジュー

ルの連絡 

O 型：その他、内容不明のもの。 

上記分類によるメッセージ件数の集計を表１に示す 
 
  MⅠ MⅡ MⅢ MⅣ MⅤ MⅥ T S O 総数

総件数 121 185 124 300 575 902 187 317 382 3093

率（％） 3.9 6.0 4.0 9.7 18.6 29.2 6.0 10.2 12.4 100

１日あたり件数 2.0 3.1 2.1 5.0 9.6 15.0 3.1 5.3 6.4 30.9

 
表１ メッセージの分類結果 

 
 上記分類によると、筆者らがメッセージ通信機能の

利用方法として当初想定していた S 型については、

全体のメッセージ通信の 10%強にとどまり、一方意味

不明やテスト目的のものを除いても全体の少なくとも

７割以上が MⅠ型から MⅥ型に分類されるインフォ

ーマルコミュニケーションであることがわかった。 

 

５．３５．３５．３５．３    分散並列チャットの可能性分散並列チャットの可能性分散並列チャットの可能性分散並列チャットの可能性    
    従来のテキストチャットシステムでは一般に時系列

入力順にメッセージが表示されるため、チャットに参

加するユーザはその表示内容を継続して読み、話

題に沿った発言を行う必要がある。しかしながら、

e-office システムのメッセージ通信機能はインフォー

マルコミュニケーションの「場」となることにより、テキ    
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M sgLogIDU MID W orkM essage Date
515 21 やはり今年もレーカーズか、ペイサーズは苦しいね。 2000/11/1  7 :57
516 3 PowerDVDをインストールしたせいか、wnasp i32が現れました 2000/11/1  9 :01
517 22 メモリが安いから週末買いに行こうかな。 2000/11/1  10 :03
518 4 LinuxW orldは IA64サーバと１uサーバだらけ。 linuxはいずこ？ 2000/11/1  10 :08
519 3 病院に行くのは来週でした 2000/11/1  10 :11
520 2 早くインクジェット用はがき買わなきゃ。 2000/11/1  10 :14
521 1 クライアントマシン変更中 2000/11/1  10 :20
522 21 一週間間違えたのは風邪のせい？　やはり病院へ・・・ 2000/11/1  10 :25
523 5 定時帰宅予定 2000/11/1  10 :41
524 6 昨日バックストロークの連続をやったら、ヘロヘロになった。 2000/11/1  11 :00
525 21 これから１月までビデオを見るの忙しいんです～。 2000/11/1  11 :23
526 4 Dellの２Uサーバ到着 2000/11/1  11 :34
527 21 シュレッダーの袋の場所を聞かれた。うれしいような・・・ (^-^;) 2000/11/1  11 :34
528 7 事務室 25入口ネットワークカメラで監視されてます。By 3D 2000/11/1  11 :37
529 1 12 :00から13 :00迄４２にて昼休み 2000/11/1  12 :00
530 3 12 :00から13 :00迄アスレチックルームにて昼休み 2000/11/1  12 :00
531 6 12 :00から13 :00迄食堂にて昼休み 2000/11/1  12 :00
532 5 シュレッダーゴミを自分で始末したの、数年ぶり 2000/11/1  12 :00
533 1 年賀状シーズンC AND INETを使うか？プリンタを買い換える 2000/11/1  12 :01
534 3 昨日は胃が痛くて終日家で寝ていた。 2000/11/1  12 :02
535 5 話のタネに Candinet使ってみようかな。。。。 2000/11/1  12 :02
536 2 ＤＯＨＪＩＮ！ 2000/11/1  12 :09
537 5 12 :20から13 :20迄昼休み 2000/11/1  12 :20
538 54 仮眠 2000/11/1  12 :56
539 4 下丸子建設現場大型クレーン群夜空に照明で浮かびアート 2000/11/1  13 :14
540 2 １５：２０バスで下丸子知財へ 2000/11/1  13 :22
541 1 13 :30から17 :00迄居室にてDellサーバセットアップ 2000/11/1  13 :30
542 3 DVDのフォーマット「全面検査有り」は一時間 .。 (--#) 2000/11/1  15 :37
543 3 コンパイル速度に不満を感じてきました 2000/11/1  15 :48
544 3 毎日モー残業デー 2000/11/1  16 :35
545 21 廃却固定資産写真撮影準備状況　担当 ：加藤氏 2000/11/1  17 :20
546 21 廃却固定資産写真撮影準備　実況中継　担当 ：加藤氏 2000/11/1  18 :29
547 21 廃却固定資産写真撮影準備　実況中継　　担当 ：加藤氏 2000/11/1  18 :39
548 21 廃却固定資産写真撮影準備　実況中継終了 2000/11/1  18 :44
549 3 明日ゴジラバス乗りにいきます（東京駅お台場循環） 2000/11/1  19 :26
550 21 確かに。あれは巨大オブジェですよね。 2000/11/1  19 :27
551 54 昨日２５居室にいったらカメラだらけ。通技 ・３Dでカメラいく 2000/11/1  19 :55
552 1 日曜日はサンリオピューロランドへ 2000/11/1  19 :58
553 54 おっかしいなぁ、なんで申請書の処理がそんなに遅いん 2000/11/1  20 :00
554 2 お気に召しましたか？ 2000/11/1  20 :02
555 2 ホームページ作成ソフト、おすすめは？ 2000/11/1  20 :42
556 5 「さしすせそ」中 2000/11/1  20 :46
557 21 「じゅん・だん ・かく」ならわかるんだけど。 2000/11/1  20 :48
558 21 さとう、しお、す、せうゆ、みそですね！ 2000/11/1  20 :59
559 5 さっさと処理、捨て、整理、掃除 2000/11/1  21 :19
560 21 寒気がするので早めに帰ります 2000/11/1  21 :25
561 4 「さしすせそ」完了 2000/11/1  21 :43
562 21 敗北したから　帰る。 2000/11/1  21 :48
563 5 ピューロランドのパレードはＴＤＬのよりお父さんサービスが 2000/11/1  21 :50
564 21 はみがきちゅう 2000/11/1  21 :56

表２  ある１日のメッセージログ内容    
 
ストチャット的な性格を残しながら、従来とは異なる

機能を持つことになり、筆者らはそれを分散並列チ

ャットと名付けた。すなわち、表２の MsgLogID517
においてあるユーザが週末の買い物に関する話題

を 提 供 し た 結 果 、 そ れ に 沿 う 発 言 が

ID:520,533,535 とつづきその間約２時間が経過し

ている。ユーザ毎のメッセージ表示がGUI上に残存

していることから、各ユーザは自身の好みのタイミン

グにおいて発言を行うことができるのである。    
    
５．４５．４５．４５．４    WISIWYSWISIWYSWISIWYSWISIWYS の重要性の重要性の重要性の重要性    
    表２の MsgLogID545-547 に見られる現象（ほぼ

同じ文字列の繰り返し入力）がたびたび観察された。

これはメッセージ入力のダイアログにおける入力文

字の表示レイアウトと、オフィスビュー画面における

表示レイアウトが一致しなかった為ユーザが再入力

を行ったものである。本システムの開発に際してはこ

れらのレイアウトを一致させるよう努力したが、改行

処理やユーザの PC における表示文字サイズ設定

の問題から必ずしも WISISYS(What I See Is 
What You See)を完璧に実施できなかった。そのた

め表示レイアウトに重要性を感ずるユーザに再入力

の手間をかけることになった。    
    
５．５５．５５．５５．５    コミュニケーション欲コミュニケーション欲コミュニケーション欲コミュニケーション欲求の多様性と伝達メディ求の多様性と伝達メディ求の多様性と伝達メディ求の多様性と伝達メディ

アアアア    
MⅠ型から MⅥ型に分類された、全体の７割以上を

占めるメッセージは、一般の集合型オフィスにおい

ては勤務者間で口頭において自然にやりとりされて

いる類のコミュニケーションであるが、分散勤務者間

においてはそれと同様のコミュニケーションを電話や

E メールを用いて行うことは考えにくい。また、インタ

ーネットを用いたテキストチャットシステムやテレビ会

議システムなどの利用の際、業務コミュニケーション

に加えてこれらのインフォーマルコミュニケーション

が付随的に交換されることもあるが、これらはあくま

で予定された会議時間内に行われ、通常の勤務中

に使用されることは少ない。その意味で、今回の

e-office システム運用中にみられたインフォーマルコ

ミュニケーション活動は、分散勤務者においてもこの

種のコミュニケーション欲求が存在していること、そ

れは従来の電話や E メールでは行えなかったこと、

本システムの特徴である分散並列チャット機能が結

果として上記の欲求に対応していることを示している

ものと考えられる。 
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